






研究目的 

 未熟児網膜症は,医学の中でも 40 年の長い研究の歴史をもち,試行錯誤を繰り返しつつ,

いまだにその成因,病態について解明されない点が少なくない。疫学的にみても,その発症

率,ことに視覚障害をもたらす重症網膜症の発症率は,NICU をもつ施設間においても差異

がみられる。治療法についての研究の歴史も古い。治療法の評価も時代とともに変遷して

おり,いまだ決着をみるに至っていない。予防に関して本症は,古くよりその必要性が強調

されており,産科領域における未熟児ことに網膜症の発症の危険率の高い極小未熟児の出

生を可及的に避けることが,予防の第一であることは多くの研究者によって強調されてき

た。第二は，未熟児が出生した場合,NICU 的施設において十分な管理を行い,網膜症の発症

を可及的に予防する方法をとる必要性が強調されている。これに関しては国内外で

recommendation が出されているが,それにそった管理を行っても,世界的にみて本症の予

防が確立されたとは言えない。ビタミン Eの予防,治療効果についてもいまだ論争中である。

第三は,重症網膜症にみられる病態,ことに瘢痕化の機序における線維成分の解明は予防,

治療につながる重要な研究課題である。本研究班は,昭和 61 年度は,発足第一年次の目標と

して,上記の 3つの目的を達成すべく基礎的研究を行うこととした。 


